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（注：0％は0.5％未満）以下同じ

ＪＡくしろ丹頂　植生改善プロジェクト

調査年月：平成28年５月～令和元年５月
調査機関：各市町村、農業改良普及センター、ホクレン、ＪＡ

＊�ＪＡ全体平均では、前回調査時と比較してイネ科が２％減少し、雑草が２％の増

加となりました。

　４地区の草種ごとの冠部被度（※）を調査した結果を積み上げ、各地区の植生の特徴についてま
とめました。平成28年から今年度５月にかけて植生調査しましたが、平均すると牧草より雑草の割
合が多い状況が明らかとなっております。これにより植生改善に取り組む必要性が明らかになりま
した。　※冠部被度：上から見て、その草種が地表を覆っている割合（％）

＊草種ごとの内訳
　 雑草対策として導入したものを含めてオーチャードグラスが７％程あり､ ３回刈

りが実施される圃場もあります。

植 生 調 査 結 果

1 ＪＡ全体の調査結果 ２,４９１か所の平均値

　

丹頂全体

イネ科
28％

雑　草
57％

裸地
9％

マメ科
6％

丹頂全体

チモシー
24％

シバムギ
16％

リードカナ
        リー

22％

裸地
9％

その他
9％

オーチャード
7％ケンタッキー

7％

メドウフォックス
テール 0％

白クローバー 5％

ギシギシ 0％

赤クローバー 1％
ペレニアルライグラス 0％
メドウフェスク 0％
アルファルファ 0％
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●鶴居地区 ６６１か所の平均値

●幌呂地区 ４９６か所の平均値

＊�前回調査時と比較し、マメ科が１％増加し、裸地が１％減少しました。
＊草種ごとの内訳
　 　釧路湿原に接した地域を含み、リード及び湿地系雑草（その他₁₀％）の割合が高い

状況です。前回調査時と比較し、牧草と雑草の割合はほぼ変わらず、草種の内訳につ
いても大きく変わった部分はありません。

　 　シバムギはスラリーに多いカリウムを吸収すると増えやすくなる傾向があり、
マメ科牧草も４％と少なくスラリー散布の多い地区の特色が現れております。

＊草種ごとの内訳
　 　雑草ではシバムギが₂₂％で前回より１ポイント増えております。
　 　鶴居地区と同様、大規模経営体からのスラリーの影響か、シバムギが多く、マ

メ科が少ない状況です。一部、雑草対策としてペレニアル、オーチャードの作付
けに取り組んでいる圃場があることが数字で表れております。

＊�前回調査時と比較し、イネ科が２％、裸地が１％減少し、マメ科が１％、雑草が
２％増加しております。

2 各地区における調査結果

鶴居地区

チモシー
24％

シバムギ
19％

リードカナ
        リー

19％

裸地
10％

その他
10％

オーチャード
6％ケンタッキー

7％

メドウフォックス
テール 1％

白クローバー 4％

ギシギシ 0％

赤クローバー 0％
ペレニアルライグラス 0％
メドウフェスク 0％
アルファルファ 0％

幌呂地区

チモシー
23％

シバムギ
22％

リードカナ
        リー

18％

裸地
9％

その他
8％

オーチャード
7％

ケンタッキー
6％

メドウフォックス
テール 0％

白クローバー 4％

ギシギシ 1％

赤クローバー 1％
ペレニアルライグラス 1％
メドウフェスク 0％
アルファルファ 0％
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●白糠地区 ９２５か所の平均値

●音別地区 ４０９か所の平均値

＊�前回調査時と比較し、イネ科が４％減少、雑草が４％増加しております。
＊草種ごとの内訳
　 　前回調査時と比較し、大きな変化はなく、リードカナリーグラスが₂₅％と約４

分の１を占めている状況です。

＊草種ごとの内訳
　 　前回調査時と比較し、リードカナリーグラスが３％増加しており₂₈％となり、

軍馬補充部時代に播種され現在最も注意すべき強害雑草とされるメドウフォック
ステール₁₁％と合わせて３分の１以上あることが分かりました。

＊�前回調査時と比較し、雑草が２％、裸地が１％増加し、イネ科が３％減少してお
ります。

白糠地区

チモシー
20％

シバムギ
13％

リードカナ
        リー

25％

裸地
9％

その他
10％

オーチャード
7％ケンタッキー

7％

メドウフォックス
テール 2％

白クローバー 6％

ギシギシ 0％

赤クローバー 1％
ペレニアルライグラス 0％
メドウフェスク 0％
アルファルファ 0％

音別地区

チモシー
19％

シバムギ
8％リードカナリー

28％

裸地
7％

その他
9％

オーチャード
5％

ケンタッキー
6％

メドウフォックス
テール 11％

白クローバー 7％

ギシギシ 0％

赤クローバー 0％
ペレニアルライグラス 0％
メドウフェスク 0％
アルファルファ 0％
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　前年度までに全ての圃場の調査を終え、今年度より改めて調査を行いましたが、
雑草では４地区を通してシバムギやリードカナリーグラスが多く目立っておりま
す。又、植生改善に意欲的な農場はたくさん見られましたが、オーチャードやメド
ウフェスク、ペレニアルライグラス等を利用している農場もあり、試行錯誤されて
いる様子が伺えました。尚、メドウフォックステール侵入圃場の割合は、鶴居・幌
呂５％、白糠₁₄％、音別₅₁％と音別だけでなく各地区の圃場でも広がっていること
が確認されました。

　これは調査農場ごとの牧
草割合と乳飼比をグラフに
したものです。これにより
牧草割合の高い農場ほど乳
飼比が低い傾向にあるとい
う結果が得られました。
　草地更新を実施するにあ
たっては施工費や資材代等
のコストを要しますが、植
生が悪化し生産性が低下し
た永年草地を更新し、適切
な肥培管理により植生を維
持する事で草地の生産性を
高められます。
　道営草地整備事業や農協
の草地改良事業等を活用し
て計画的に草地更新を実施
し、生産基盤強化を目指し
ましょう。

3 調査まとめ

4 牧草割合と乳飼比の相関関係
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割
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％
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5 除草剤の有効活用
　草地の維持管理と更新にあたっては、除草剤を有効活用するとより効果が増しま
すので散布時期や薬剤についてご紹介します。

＊草地更新の場合

グリホサート剤耕起前散布(地下茎･宿根性雑草対策)

(シバムギ･リードカナリグラス･レッドトップ･ギシギシ･アザミ等)

メリット ：耕起前の雑草を含む前植生を枯らす。

⇒耕起後に再生する雑草の密度を低下させる。

デメリット：実生からの雑草発生を防除するのは難しい。

耕起前の雑草の
生育が十分進んだ
時期に薬剤散布

雑草が枯れる
まで10日以上

放置

耕起･砕土など
通常の更新作業

を行う

牧草の種子を
は種する

耕起前処理とは種前処理の体系処理

更新前

30日以上あけ
実生雑草が

揃うのを待つ

散布後
同日～10日以内
に牧草をは種

草地更新の完成

メリット :地下茎イネ科･宿根草、実生雑草に安定した効果が期待。
デメリット:作業工程に日数を要するので、播種時期の確保が必要。

薬剤を２回散布するため、コストがかかる。

耕起前の雑草の
生育が十分進んだ
時期に薬剤散布

雑草が枯れるまで
10日以上放置

耕起･砕土など、
通常の更新作業

を行う

雑草が出揃っ
たら薬剤を散布

薬剤名
一年生・多年生雑草

リードカナリーグラス
耕起前散布 は種前散布

マックスロード
耕起前まで
200～500㎖

整地後～は種当日
200～500㎖

最終刈取後
500～1000㎖

タッチダウンIQ
耕起10日以前

1年生：300～500㎖
多年生：500～750㎖

は種10日前～は種当日
200～500㎖

最終刈取後
500～1000㎖

クサトリキング
更新造成10日以前

1年生：250～500㎖
多年生：500～1000㎖

は種10日前～は種当日
250～500㎖ －

主なグリホサート剤の草地更新時

薬剤名 成分名 (％) グルホサート活性成分 活性成分量
g/薬量

マックスロード
グリホサート
カリウム塩48％

540g
/1000ml
(150)

タッチダウンIQ
グリホサート
カリウム塩44.7％

500g
/1000ml
(139)

クサトリキング
グリホサート
ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙｱﾐﾝ塩41%

360g
/1000ml
(100)

薬剤ごとの活性成分量

グリホサート剤について

Ｇ Ｇ
ＧＧ
Ｇ
ＩＩ

Ｉ Ｉ Ｉ

Ｇ Ｇ
ＧＧ
ＧＫ

Ｇ Ｇ
Ｇ

Ｋ

Ｋ Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ Ｋ

Ｇ Ｇ
ＧＧ
ＧＫ Ｇ
Ｋ

Ｋ Ｋ Ｋ

Ｋ

Ｉ イソプロピルアミン

Ｇ グリホサート
(活性成分)

カリウム

Ｇグリホサート
(活性成分)

Ｋ

Ｇグリホサート
(活性成分)

Ｋ カリウム

ＧＫ

グリホサート剤 は種前散布（実生･１年生雑草対策）

(アカザ、シロザ、タデ、ヒエ等 宿根性雑草の再生草)

※泥炭土壌は、薬害が発生する危険性があるため、この方法での処理は避ける。

牧草収穫後
直ちに耕起･砕土

整地する

30日以上あけ
雑草が出揃う

のを待つ

雑草が出揃っ
たら薬剤を散布

散布後
同日～10日以内
に牧草をは種

メリット ：耕起･整地後に発生する実生の雑草に効果的

⇒播種した牧草の定着を促す。

デメリット：耕起から播種まで期間があくため、土壌の種類

や天候によっては表土が硬くなる場合がある。

リードカナリーグラスとシバムギの混在

耕起前散布
（前植生対応）

は種前散布
（実生発生対応）

＋
グルホサート剤の

体系処理

は種限界を
考慮する

耕起前処理：リードカナリーの草丈：60㎝を上限
シバムギの草丈：40㎝程度(混在の場合シバムギ優先)

散布から播種床造成まで10日以上あける
※散布ムラや気象条件等で効果不十分の場合、速やかに2回目の茎葉散布を行う

播種前処理：整地･鎮圧から散布まで30日以上あける

グリホサート剤の効果を十分発揮させるタイミング

地域
混播の植生改善スケジュール

チモシー主体 オーチャード主体

道央・道南 9月上旬
マメ科追播 8月下旬
チモシー播種 9月上中旬

十勝中部
オホーツク

8月中下旬
マメ科追播 8月中下旬
チモシー播種 8月末～9月上旬

根釧地域 8月中旬
マメ科追播 8月中旬
チモシー播種 8月下旬
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除草剤処理時期(目安)のまとめ

５月 ６月 ７月 ８月

萌芽

９月

１番草
収穫

２番草
収穫

４月

栄養生長 生殖生長 栄養生長

１０月

バンベルＤ
（秋期最終刈取後
３０日以内）※注意：マメ科に薬害あり(イネ科単で使用)

経年

新播

ハーモニー
（採草･放牧21日前）

ハーモニー
（採草･放牧21日前）

※注意：クローバに対する薬害が著しい(イネ科単orアルファルファ混で使用)

経年

新播

アージラン
（採草･放牧14日前）

アージラン
（採草･放牧14日前）

※注意：夏・秋期播種草地への散布は避ける。

経年

薬剤名

草 地 アルファルファ

経年 新播 経年 新播
処理
時期

使用量
処理
時期

使用量
処理
時期

使用量
処理
時期

使用量

アージラン
液剤

春
200-
300ml

春
200-
300ml

秋
300-
400ml

秋
200-
300ml

秋
300-
400ml

秋
200-
300ml

ハーモニー
75DF

夏･秋 3g 夏･秋 0.5-1g 夏･秋 2-3g

バンベルD
液剤

秋
75-
100ml

新播・経年草地の除草剤（道ガイド掲載農薬）

除草剤処理時期（目安）のまとめ

新播・経年草地の除草剤（道ガイド掲載農薬）

＊維持管理の場合
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６
月
３
日
、
鶴
居
村
家
畜
共
進
会
場

で
、
第
52
回
鶴
居
村
家
畜
共
進
会
が
行

な
わ
れ
、
鶴
居
・
幌
呂
地
区
か
ら
乳
牛

33
頭
、
馬
９
頭
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
員
は
、
牛
の
部 

オ
ー
ル
ジ
ャ

パ
ン
ブ
リ
ー
ダ
ー
ズ
サ
ー
ビ
ス（
株
）　

前
田
直
樹
氏
、
馬
の
部 

釧
路
農
協
連 

牧
野
恵
亮
氏
が
審
査
に
あ
た
り
、
デ
ー

リ
ィ
プ
リ
ン
セ
ス
は
、
農
業
共
済
組
合

釧
路
西
部
事
業
セ
ン
タ
ー 

舘
野
優
奈

さ
ん
が
務
め
ま
し
た
。

　

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
は
、鶴
居
・

増
田
一
真
さ
ん
の
出
品
牛
Ｉ
Ｆ 

マ
リ

ー 

メ
ー
ド 

ア
ツ
ト
ウ
ツ
ド
（
11
部
５

歳
以
上
経
産
）、
馬
の
部
は
、
幌
呂
・

松
井
紀
行
さ
ん
の
出
品
馬
琴
舞
姫
（
７

部
牝
４
歳
以
上
）
が
最
高

位
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
入
賞
牛
及
び
出
品

者
並
び
に
受
賞
者
は
表
の

と
お
り
で
す
。

第５2回 鶴居村家畜共進会 開催

牛の部審査員：
前田�直樹�氏

入　　賞　　馬　　一　　覧　　表
最　　高　　位 琴　舞　姫 松 井 紀 行 幌呂
準　最　高　位 琴　希　姫 斉 藤 実 稔 幌呂

部 順位 名　号 出 品 者 地区
１部（和種馬子付き） １等１席 栄　ヒ　メ 平— 田— 忠— 幸 鶴居
２部（和種馬子付きなし）１等１席 友　　　花 平— 田— 忠— 幸 鶴居
４部（農用馬雌1歳） １等１席 勝　鶴　美 松— 井— 紀— 行 幌呂
６部（農用馬雌2～3歳）１等１席 琴　希　姫 斉— 藤— 実— 稔 幌呂
７部（農用馬雌4歳以上）１等１席 琴　舞　姫 松— 井— 紀— 行 幌呂

入　　賞　　牛　　一　　覧　　表
グランドチャンピオンＩＦ マリー メード アツトウツド 増 田 一 真 鶴居

未経産
最 高 位 ＴＫＳ デリア コウチヤン ドアー ＥＴ 清 水 武 志 鶴居

準最高位 ＭＳ ドア マ ン  ロ ー ズ  ＥＴ 松 下 雅 幸 鶴居

経　産
最 高 位ＩＦ マリー メード アツトウツド 増 田 一 真 鶴居

準最高位 アワープライド ブラツドニツク ブライリー ＥＴ 植 田 紘 史 幌呂

部 順位 名　　　　　　　号 出—品—者 地区

１部 1等1席 ＭＳ—ドアマン—ローズ—ＥＴ 松 下 雅 幸 鶴居

２部 1等1席 ＴＫＳ—デリア—コウチヤン—ドアー—ＥＴ 清 水 武 志 鶴居

３部 1等1席 ＴＫＳ—ドアマン—ヤコブス—マアーイツカ—ＥＴ 清 水 武 志 鶴居

４部 1等1席 パインヘイブン—ＢＶ—ドアマン—ミルフイーユ—ＥＴ 松 井 俊 治 幌呂

５部 1等1席 Ｓ．Ｐ—ルイスデール—リリコ—サーマ—ＥＴ (農)高橋農場 鶴居

６部 1等1席ＩＦ—ラマーク—ウインドブルツク—テインヌ—ＥＴ 増 田 一 真 鶴居

７部 1等1席 ＴＫＳ—モントレー—フエイス 清 水 武 志 鶴居

８部 1等1席 ＭＳ—ヤコブス—ブロカウ—マヤ—ＥＴ 松 下 雅 幸 鶴居

９部 1等1席 アワープライド—ブラツドニツク—ブライリー—ＥＴ 植 田 紘 史 幌呂

１１部 1等1席ＩＦ—マリー—メード—アツトウツド 増 田 一 真 鶴居
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増田一真さんおめでとう！！

馬の部審査員：
牧野�恵亮�氏

僕たち、きれいにとり隊



　

６
月
７
日
、
白
糠
町
家
畜
共
進

会
場
で
、
白
糠
・
音
別
支
所
合
同

家
畜
共
進
会
が
行
な
わ
れ
、
両
地

区
か
ら
乳
牛
32
頭
、
馬
10
頭
が
出

品
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
員
は
、
牛
の
部 

オ
ー
ル

ジ
ャ
パ
ン
ブ
リ
ー
ダ
ー
ズ
サ
ー
ビ

ス（
株
） 

竹
田
秀
臣
氏
、
馬
の
部 

釧
路
農
協
連 
杉
原
好
彦
氏
が
審
査
に
あ
た

り
、
デ
ー
リ
ィ
プ
リ
ン
セ
ス
は
、
当
Ｊ
Ａ
の

八
木
優
紀
職
員
が
務
め
ま
し
た
。

　

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
は
、白
糠
・（
合
）

伊
深
フ
ァ
ー
ム
の
出
品
牛
ヘ
イ
チ
ヤ
ン 

ス

タ
ー
ブ
ラ
イ
ト 

ゴ
ー
ル
ド 

Ｄ 

ロ
ジ
ー 
Ｅ

Ｔ
（
10
部
成
年
ク
ラ
ス
）、馬
の
部
は
、白
糠
・

江
崎
勝
三
さ
ん
の
出
品
馬 

栄
華
（
２
部
２

歳
雌
）
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
入
賞
牛
及
び
出
品
者
並
び
に
受
賞
者

は
表
の
と
お
り
で
す
。

馬の部審査員：
杉原�好彦�氏

入　　賞　　馬　　一　　覧　　表
最　　高　　位 栄　　　　　　華 江 崎 勝 三 白糠

準　最　高　位 大　　　　　　知 小 野 田 喜 一 音別

部 順位 名　号 出 品 者 地区

１部（１歳雌馬） １等１席 麻 里 姫 佐 藤 浩 一 音別
２部（２歳雌馬） １等１席 栄 華 江 崎 勝 三 白糠
３部（３歳以上雌馬子無）１等１席 大 知 小野田喜一 音別
４部（３歳以上雌馬子付）１等１席 アローベッキー 山田恵理実 白糠
５部（２歳以上雌和種馬）１等１席 空 姫 佐 藤 浩 一 音別

白糠・音別支所 合同家畜共進会 開催

入　　賞　　牛　　一　　覧　　表
グランドチャンピオン

ヘイチヤン スターブライト ゴールド Ｄ ロジー ＥＴ 合伊深ファーム 白糠
リザーブグランドチャンピオン

ＫＷＦ モントレー アン センビユー ㈱敬和ファーム 音別
ジュニアチャンピオン

ウツズスター ジユデイー スプラツウーン タラ 林 　 稔 幸 白糠
リザーブジュニアチャンピオン

ＨＳＹ エクスパンダー ビスタ コウ 細 谷 亮 太 白糠

部 順位 名　　　　　　　号 出—品—者 地区
１部 1等1席ＨＳＹ—エクスパンダー—ビスタ—コウ 細 谷 亮 太 白糠
２部 1等1席 ライザツプ—ウーバー—クラツシユ—ワールド 松 田 浩 二 白糠
３部 1等1席 ウツズスター—ジユデイー—スプラツウーン—タラ 林 　 稔 幸 白糠
４部 1等1席 ウツズスター—ジユデイー—シユリンプ—フライ—タラ 林 　 稔 幸 白糠
５部 1等1席ＢＳ—リラ—ウインド—ブロカウ—ＥＴ ㈱大坂ファーム 音別
６部 1等1席ＶＳツリー—アツトウツド—コマンド 對 木 賢 雅 白糠
７部 1等1席ＫＷＦ—モントレー—アン—センビユー ㈱敬和ファーム 音別
８部 1等1席ＢＳ—ロイグル—ダイチーズ—ＥＴ ㈱大坂ファーム 音別
９部 1等1席ＢＳ—フアンシー—サンチエス—ドライブ ㈱大坂ファーム 音別
１0部 1等1席 ヘイチヤン—スターブライト—ゴールド—Ｄ—ロジー—ＥＴ 合伊深ファーム 白糠
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牛の部審査員：
竹田�秀臣�氏

やっぱりうれしいグランドチャンピオン

おつかれさまでした。

位下イズム



日本獣医生命科学大学の学生による感想文

　

６
月
６
～
７
日
の
２
日

間
、
坂
本
参
事
、
西
村
営

農
部
長
、
田
中
営
農
相
談

課
長
、辻
田
家
畜
改
良
係
、

松
下
雅
幸
青
年
部
長
の
５

名
が
日
本
獣
医
生
命
科
学

大
学
を
訪
問
し
、
産
学
連

携
協
定
事
業
の
一
環
と
し

て
農
業
に
関
す
る
セ
ミ
ナ

ー
等
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、
西
村
営
農

部
長
よ
り
「
当
Ｊ
Ａ
の
概

要
及
び
酪
農
情
勢
」、
松

下
青
年
部
長
よ
り
「
自
ら

の
経
験
か
ら
伝
え
ら
れ
る

酪
農
の
良
さ
・
魅
力
」。

２
日
目
は
、
田
中
営
農
相

談
課
長
よ
り
「
担
い
手
、

① 　
釧
路
丹
頂
農
業
協
同
組
合
の

方
々
の
貴
重
な
お
話
を
聞
け
て

大
変
た
め
に
な
り
ま
し
た
。

　

 　

私
は
、
人
工
授
精
の
資
格
を

取
得
し
た
い
と
考
え
て
い
た
の

で
、
人
工
授
精
師
さ
ん
の
仕
事

内
容
な
ど
の
お
話
は
と
て
も
た

め
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
牛

に
つ
い
て
も
あ
ま
り
知
ら
な

か
っ
た
の
で
、
発
情
周
期
の
こ

と
や
、
妊
娠
か
ら
分
娩
ま
で
の

期
間
、
牛
乳
が
出
る
ま
で
な
ど

私
が
思
っ
て
い
た
以
上
に
時
間

が
か
か
る
と
い
う
こ
と
を
知
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

 　

共
進
会
の
存
在
も
知
ら
な

か
っ
た
の
で
と
て
も
楽
し
く
聞

け
ま
し
た
。
牛
の
見
た
目
だ
け

で
は
な
く
歩
き
方
や
つ
や
な

ど
、
共
進
会
の
た
め
の
牛
が
い

る
と
い
う
こ
と
を
初
め
て
知
り

ま
し
た
。

　

 　

私
は
ま
だ
あ
ま
り
農
業
に
つ

い
て
詳
し
く
知
ら
な
か
っ
た
た

め
、
す
ご
く
興
味
が
あ
る
！
と

新
規
就
農
対
策
」、
辻
田

家
畜
改
良
係
よ
り
「
家
畜

人
工
授
精
師
業
務
」、
坂

本
参
事
よ
り
「
Ｊ
Ａ
の
求

人
及
び
採
用
状
況
」
等
に

つ
い
て
解
り
や
す
く
説
明

し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
約
１
９
０
名

の
学
生
は
、酪
農
の
現
状
、

実
習
の
受
け
入
れ
や
担
い

手
・
新
規
就
農
対
策
、
ま

た
農
業
の
良
さ
魅
力
等
に

つ
い
て
真
剣
に
聞
き
入

り
、
農
業
に
対
す
る
関
心

の
深
さ
が
見
受
け
ら
れ
ま

し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
後
は
学

生
と
の
意
見
交
換
会
を
実

施
し
意
義
あ
る
も
の
と
な

り
ま
し
た
。

　

尚
、
大
学
側
か
ら
こ
の

セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
学

生
の
感
想
文
を
提
供
し
て

頂
き
ま
し
た
の
で
、
そ
の

一
部
を
掲
載
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

い
う
感
じ
で
は
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
今
回
を
通
し
て
貴
重
な

お
話
を
聞
け
て
、
ま
だ
ま
だ
知

ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る

こ
と
を
感
じ
て
、
も
っ
と
知
り

た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

 　

ま
た
、
人
工
授
精
師
さ
ん
の

仕
事
が
人
工
授
精
だ
け
で
は
な

く
、
妊
娠
鑑
定
な
ど
獣
医
師
さ

ん
の
仕
事
だ
と
思
っ
て
い
た
こ

と
も
あ
っ
た
の
で
、
思
っ
て
い

た
以
上
に
様
々
な
技
術
が
必
要

と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
れ
て

よ
か
っ
た
で
す
。 

（
１
年
生
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

日本獣医生命科学大学を訪問 セミナー等開催

自身の夢も語った松下青年部長

熱心に聞き入る学生達
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② 　
北
海
道
の
広
大
な
土
地
で
行

わ
れ
て
い
る
牧
場
経
営
に
つ
い

て
、
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
私
が
実
習
に
行
っ
た

牧
場
と
は
、
多
く
の
違
い
が
見

ら
れ
て
、
牧
場
ご
と
に
様
々
な

や
り
方
が
あ
る
こ
と
を
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。

　

 　

私
が
一
番
興
味
深
い
と
感
じ

た
も
の
は
、
牛
の
飼
育
を
ロ

ボ
ッ
ト
な
ど
の
機
械
を
使
っ
て

行
っ
て
い
た
こ
と
で
す
。
哺
育

舎
で
子
牛
の
世
話
を
全
自
動
の

哺
育
ロ
ボ
ッ
ト
を
使
用
し
て
い

た
り
、
給
餌
を
自
動
給
餌
機
で

与
え
て
い
ま
し
た
。
牛
の
頭
数

が
多
い
と
、
人
手
が
足
り
な
い

た
め
、
そ
れ
を
機
械
で
補
っ
て

い
る
の
は
と
て
も
効
率
が
良
い

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し

た
。
ま
た
、
分
娩
管
理
の
た
め

に
監
視
カ
メ
ラ
を
つ
け
て
お

り
、
牛
の
分
娩
状
態
を
い
つ
で

も
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

お
り
、
万
全
な
対
策
が
と
ら
れ

て
い
る
と
感
心
し
ま
し
た
。

　

 　

ま
た
、
北
海
道
の
冬
は
厳
し

い
寒
さ
の
た
め
、
子
牛
部
屋
の

ヒ
ー
タ
ー
や
カ
ー
フ
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
が
必
須
で
あ
る
と
い
う
現
状

も
知
る
こ
と
が
で
き
、
地
方
に

よ
っ
て
対
策
も
様
々
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
 　

牧
場
に
よ
っ
て
、
飼
育
方
法

が
違
う
こ
と
や
、
土
地
に
よ
っ

て
の
対
策
が
様
々
で
あ
る
と
い

う
こ
と
を
改
め
て
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
私
も
北
海
道
の

広
大
な
土
地
で
牧
場
実
習
を
し

て
み
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

（
２
年
生
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

③ 　
現
在
に
お
い
て
農
業
で
は
高

齢
化
や
後
継
者
問
題
と
い
っ
た

労
働
問
題
に
よ
り
農
家
戸
数
が

減
少
し
、
生
産
基
盤
の
低
下
が

懸
念
さ
れ
て
い
る
と
い
う
話
を

聞
き
ま
し
た
。
私
自
身
、
現
状

の
問
題
に
つ
い
て
大
学
の
講
義

や
ニ
ュ
ー
ス
で
知
っ
て
は
い
ま

し
た
が
、
Ｊ
Ａ
の
方
か
ら
改
め

て
お
話
を
聞
く
と
、
と
て
も
深

刻
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

 　

ま
た
、
お
話
を
さ
れ
た
松
下

さ
ん
の
農
場
で
は
哺
乳
ロ
ボ
ッ

ト
や
自
動
給
餌
機
、
分
娩
監
視

カ
メ
ラ
な
ど
機
械
を
多
く
使
用

し
経
営
し
て
お
り
、
動
物
科
学

科
の
先
輩
が
実
習
に
行
っ
た
牧

場
で
は
監
視
カ
メ
ラ
を
、
実
習

場
所
で
は
な
い
け
ど
先
輩
が
見

学
し
に
行
っ
た
夢
牧
場
で
は
パ

ソ
コ
ン
で
牛
の
情
報
を
管
理
し

て
い
る
と
聞
き
ま
し
た
。
私
自

身
、
そ
の
お
話
を
聞
い
て
牧
場

も
機
械
化
が
徐
々
に
増
え
て
き

て
い
る
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

 　

牧
場
が
機
械
化
し
て
い
る
の

は
作
業
の
効
率
を
良
く
す
る
こ

と
が
大
き
な
理
由
の
１
つ
だ
と

思
い
ま
す
が
、
そ
の
背
景
に
は

農
業
の
現
在
の
問
題
で
あ
る
労

働
問
題
が
あ
り
、
少
し
で
も
人

に
か
か
る
負
担
を
減
ら
そ
う
と

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
し
た
。
労
働
問
題
に
関
し

て
、
農
家
戸
数
の
減
少
に
歯
止

め
を
か
け
る
た
め
に
は
ま
ず
、

農
業
と
い
う
も
の
に
興
味
を
持

つ
人
材
を
増
や
す
こ
と
が
、
何

よ
り
大
事
な
こ
と
だ
と
私
は
思

い
ま
し
た
。

　

 　

今
年
の
夏
に
は
農
場
実
習
が

あ
り
、
今
後
は
座
学
の
講
義
だ

説明する坂本参事
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け
で
は
な
く
、
実
際
に
牧
場
に

訪
れ
て
学
ん
で
行
く
機
会
が
増

え
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
そ
の

際
に
は
牧
場
の
色
々
な
所
を
見

て
知
り
、
現
状
の
問
題
や
私
自

身
の
将
来
の
こ
と
に
つ
い
て
考

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
２
年
生
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

④ 　
Ｊ
Ａ
く
し
ろ
丹
頂
の
田
中
さ

ん
の
話
だ
と
、
こ
こ
５
年
の
家

族
経
営
な
ど
に
よ
る
中
小
規
模

の
酪
農
家
戸
数
は
減
少
し
つ
つ

あ
り
、
６
０
０
０
戸
か
ら
５
３

０
０
戸
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
こ
の
状
況
を
変
え
る
た
め

に
、
Ｊ
Ａ
く
し
ろ
丹
頂
で
は
、

新
規
で
始
め
る
中
小
規
模
の
酪

農
家
へ
の
サ
ポ
ー
ト
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

 　

こ
の
５
年
間
で
減
少
し
た
戸

数
で
あ
る
７
０
０
戸
の
土
地
を

次
に
新
し
く
始
め
よ
う
と
し
て

い
る
新
規
の
酪
農
家
の
人
が
買

え
る
制
度
の
よ
う
な
も
の
が
あ

る
と
、
そ
の
新
規
の
酪
農
家
の

人
が
準
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
事
が
減
り
、
よ
り
始
め
や
す

く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
制
度
が

あ
る
こ
と
を
知
れ
ば
、
酪
農
を

始
め
る
際
の
ハ
ー
ド
ル
が
下

が
っ
て
、
新
規
の
人
が
増
え
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

　
 　

家
畜
改
良
課
の
辻
田
さ
ん
の

人
工
授
精
師
の
話
で
は
、
人
工

授
精
師
も
、
Ｊ
Ａ
く
し
ろ
丹
頂

で
の
事
務
作
業
を
行
っ
て
い
る

こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
自
分
の

中
の
イ
メ
ー
ジ
で
、
人
工
授
精

師
は
会
社
な
ど
に
属
さ
ず
、
酪

農
家
に
依
頼
さ
れ
る
と
出
向
き

人
工
授
精
を
行
っ
て
い
る
と

思
っ
て
い
た
の
で
、
辻
田
さ
ん

の
よ
う
に
、
農
協
な
ど
に
属
し

て
社
内
で
の
仕
事
と
人
工
授
精

師
と
し
て
酪
農
家
の
所
ま
で
行

く
仕
事
と
を
両
立
す
る
場
合
が

あ
る
の
だ
と
驚
き
ま
し
た
。
ま

た
、
１
人
１
台
車
を
所
有
し
、

人
工
授
精
を
行
う
際
は
基
本
１

人
で
あ
る
こ
と
も
知
り
ま
し

た
。
人
工
授
精
の
仕
事
は
慣
れ

る
ま
で
に
と
て
も
時
間
が
か
か

り
そ
う
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

（
３
年
生
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

⑤ 　
人
工
授
精
は
前
か
ら
知
っ
て

い
た
が
、
牛
の
人
工
授
精
は
、

ど
の
よ
う
に
す
る
も
の
な
の
か

を
知
ら
ず
に
こ
の
酪
農
セ
ミ

ナ
ー
に
参
加
し
た
が
、
図
や
写

真
、
動
画
な
ど
で
分
か
り
や
す

く
説
明
し
て
く
だ
さ
り
知
る
こ

と
が
で
き
た
。

　

 　

牛
は
生
ま
れ
て
か
ら
人
工
授

精
が
で
き
る
ま
で
12
ヵ
月
～

14
ヵ
月
か
か
り
、
妊
娠
か
ら
分

娩
ま
で
約
10
ヵ
月
、
つ
ま
り
２

年
間
は
牛
乳
が
出
な
い
時
期
で

あ
り
、
発
情
周
期
は
21
日
と
い

う
基
礎
知
識
も
教
え
て
頂
い

た
。
人
工
授
精
師
の
仕
事
は
、

１
人
で
運
転
を
し
酪
農
家
さ
ん

の
所
へ
行
き
人
工
授
精
を
す

る
。
こ
れ
を
１
ヵ
月
に
約
２
２

０
頭
、
年
間
約
２
６
０
０
頭
も

す
る
こ
と
に
驚
い
た
。
現
在
、

技
術
職
が
人
手
不
足
で
12
人
だ

け
だ
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
て
、

と
て
も
少
な
い
数
だ
と
思
っ
た
。

　

 　

私
は
、
ま
だ
入
学
し
て
２
ヶ

月
半
く
ら
い
で
知
ら
な
い
こ
と

だ
ら
け
だ
が
、
今
日
の
酪
農
セ

ミ
ナ
ー
で
、
牛
の
こ
と
に
つ
い

て
の
基
礎
知
識
を
学
べ
た
の
で

よ
か
っ
た
。
人
工
授
精
師
の
資

格
は
、
入
学
し
た
時
か
ら
取
り

た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
こ
れ

か
ら
勉
強
を
し
、
資
格
を
取
れ

る
よ
う
に
頑
張
ろ
う
と
思
っ

た
。
実
際
、
現
場
で
仕
事
を
し

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
人
の
お
話
を

説明する西村営農部長
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聞
け
て
勉
強
に
な
り
、
今
後
の

学
校
で
の
実
習
な
ど
楽
し
み
に

な
っ
た
。 

（
１
年
生
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

⑥ 　
今
ま
で
は
、
新
し
い
業
界
の

話
と
し
て
講
義
を
受
講
し
て
い

ま
し
た
が
、
３
年
生
と
な
っ
た

現
在
は
、
就
職
・
仕
事
の
候
補

の
１
つ
と
し
て
視
野
を
変
え
て

聞
き
ま
し
た
。
酪
農
の
担
い
手

不
足
や
高
齢
化
な
ど
、
現
在
の

日
本
に
お
け
る
課
題
の
中
で
こ

の
問
題
が
一
番
難
し
そ
う
だ
な

と
思
い
ま
し
た
。
釧
路
丹
頂
農

業
協
同
組
合
さ
ん
の
よ
う
に
、

新
規
就
農
者
、
就
農
者
に
対
し

て
の
支
援
が
、
自
分
自
身
が

思
っ
て
い
た
よ
り
積
極
的
に
取

り
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

　

 　

ま
た
、
実
際
に
現
場
で
働
い

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
々
の
話
を

聞
け
た
こ
と
で
、
リ
ア
ル
な
現

場
が
分
か
る
と
同
時
に
、
人
工

授
精
師
と
い
う
仕
事
の
魅
力
が

伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
も
同
様
に
人
工
授

精
で
酪
農
家
は
経
営
し
て
い
ま

し
た
。
今
回
の
お
話
、
自
分
の

体
験
か
ら
、
酪
農
家
に
お
い
て

人
工
授
精
師
は
世
界
共
通
で
需

要
の
あ
る
仕
事
で
あ
る
な
と
思

い
ま
し
た
。

　
 　

釧
路
丹
頂
さ
ん
で
こ
の
夏
実

習
を
行
い
た
い
と
思
っ
て
い
た

の
で
、
今
回
の
よ
う
な
講
座
を

開
い
て
い
た
だ
き
、
と
て
も
参

考
に
な
り
ま
し
た
。（

３
年
生
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

⑦ 　
最
近
で
は
、
生
産
性
・
収
益

性
の
向
上
や
生
産
基
盤
・
競
争

力
の
強
化
、
後
継
者
の
確
保
・

育
成
、
新
規
就
農
者
へ
の
支
援

体
制
の
構
築
、
ま
た
労
働
負
担

軽
減
対
策
に
向
け
た
取
組
、
畜

産
環
境
な
ど
へ
の
対
策
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
が
、
地
域
の
担

い
手
と
し
て
重
要
な
新
卒
生
な

ど
は
、
将
来
の
不
安
な
ど
の
理

由
か
ら
減
少
し
て
お
り
、
地
域

の
担
い
手
が
減
少
し
て
い
る
こ

と
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い

る
よ
う
だ
。

　

 　

そ
こ
で
、
釧
路
丹
頂
農
協
で

は
、
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
や
機
械
を

用
い
て
、
農
家
さ
ん
の
負
担
を

減
ら
す
な
ど
の
対
策
を
し
て
い

る
と
聞
き
、
若
い
世
代
で
も
活

躍
で
き
る
場
が
沢
山
あ
る
と
知

り
、
行
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま

し
た
。 

（
２
年
生
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

⑧ 　
本
日
の
講
義
を
聞
い
て
、
私

は
人
工
授
精
師
の
資
格
を
取
り

た
い
と
考
え
て
い
た
た
め
、
人

工
授
精
師
を
本
業
と
し
て
い
る

人
か
ら
話
を
聞
け
て
大
変
有
意

義
で
し
た
。
１
日
10
頭
も
人
工

授
精
を
す
る
こ
と
が
あ
る
と
い

う
の
は
驚
き
で
し
た
。
農
協
の

方
の
話
で
は
そ
う
い
っ
た
資
格

を
持
っ
て
い
る
人
が
不
足
し
て

い
る
と
の
事
だ
っ
た
の
で
、
そ

う
い
っ
た
方
面
へ
の
就
職
も
あ

り
な
の
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

 　

実
際
に
北
海
道
の
牧
場
へ
実

習
に
行
っ
た
先
輩
の
話
も
聞
け

た
の
で
よ
か
っ
た
で
す
。
私
は

う
し
活
で
、
就
農
セ
ミ
ナ
ー
に

参
加
す
る
の
で
、
北
海
道
の
現

地
で
の
酪
農
を
見
に
行
く
前
に

前
向
き
な
心
構
え
が
で
き
ま
し

た
。こ
う
い
っ
た
特
別
講
義
が
、

職
業
に
つ
い
て
知
れ
る
も
の
な

の
だ
と
知
る
こ
と
が
で
き
た
の

も
有
意
で
し
た
。

　

 　

人
工
授
精
師
の
資
格
を
取
れ

る
よ
う
に
勉
強
し
よ
う
と
、
よ

り
一
層
思
え
ま
し
た
。

（
１
年
生
）
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※Jミルクホームページより転載

　

５
月
31
日
、
本
所
で
平
成

31
年
度
新
規
就
農
者
（
後
継

者
）
に
対
し
激
励
状
を
贈
呈

し
ま
し
た
。

　

新
規
就
農
者
へ
の
激
励
状

贈
呈
事
業
（
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

北
海
道
推
進
）
の
一
環
で
、

就
農
者
が
英
知
と
努
力
を

も
っ
て
農
業
に
意
欲
的
に
取

り
組
む
こ
と
を
期
待
し
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
、田
井
博
郷
さ
ん（
音

別
）
に
武
藤
組
合
長
か
ら
激

励
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
今

迄
同
様
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
さ
せ

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
今

後
の
ご
活
躍
を
ご
期
待
致
し

て
お
り
ま
す
。

～きゅうりの冷製ミルクカッペリーニ～
ランチに気軽にパスタはいかが!?
 野菜・ミルク・パスタが好相性!!　細いパスタを使って彩りも涼しげに

【作り方】
１．�きゅうりは、縦半分に切って種
をスプーンでとり、半月形に切
る。

２．�鍋に、牛乳、生クリーム、スー
プの素を入れて沸かす。

３．�１、２をミキサーに入れて、撹はんする。よ
く混ざったらボウルにあけて冷やし、塩、こ
しょうで味を調える。

４．�カッペリーニを表示どおりにゆでて氷水で冷
やす。水けを切って３
をからめ、盛りつけ
る。スモークサーモン
をのせ、せん切りした
きゅうり（分量外）を
飾る。

栄養成分（1人分）
エネルギー� 468kcal
たんぱく質� 15.0g
脂質� 24.5g
炭水化物� 43.2g
カルシウム� 112mg
コレステロール� 70mg
食物繊維� 2.1g
食塩相当量� 2.5g

材　　料（2人分）
カッペリーニ� 100g
きゅうり� 2本
牛乳� 90ml
生クリーム� 90ml
顆粒チキンスープの素（洋風）� 小さじ1
スモークサーモン� 4枚
塩、こしょう� 各少々

【ポイント】
　カッペリーニは太さ0.9㎜ほどの極細のロングパスタの
こと。やや柔らかめにゆでたあと、しっかりと水で冷やすこ
とがコツ！上にのせる具は、ゆでた鶏ささ身でもOK。

今月のミルク
レシピ
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～わたしたちに新しい仲間が加わりました!! ～

新
規
就
農
者
へ
激
励
状
を
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!!



　

新
規
に
乳
房
炎
に
感
染
し
や
す
い

時
期
は
い
つ
で
し
ょ
う
。
原
因
菌
に

も
よ
り
ま
す
が
、
乳
期
ス
テ
ー
ジ
で

と
ら
え
る
の
で
あ
れ
ば「
乾
乳
直
後
」

が
か
な
り
高
く
、
次
に
「
分
娩
数
日

前
か
ら
分
娩
後
約
10
日
以
内
」
と
な

り
ま
す
（
図
）。

　

分
娩
後
、
産
乳
量
も
日
々
増
加
し

て
い
る
の
に
乳
房
炎
で
一
滴
も
出
荷

で
き
な
い
ダ
メ
ー
ジ
は
腹
立
た
し
い

も
の
で
す
。
実
の
と
こ
ろ
、
こ
の
分

娩
後
の
乳
房
炎
発
生
は
、
必
ず
し
も

分
娩
し
て
か
ら
の
感
染
が
全
て
で
は

な
く
、
乾
乳
期
で
の
新
規
感
染
も
相

当
影
響
し
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
分

娩
後
の
発
生
を
減
ら
す
た
め
に
は
乾

乳
期
を
含
め
た
対
策
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　

乾
乳
期
に
新
規
感
染
が
起
こ
り
や

す
い
時
期
は
、
乾
乳
か
ら
乳
頭
口
が

完
全
に
閉
じ
る
ま
で
の
約
2
週
間
。

そ
れ
に
分
娩
が
近
づ
い
て
乳
房
が

張
っ
て
く
る
こ
と
で
乳
頭
口
が
緩
む

分
娩
2
週
間
前
頃
か
ら
で
す
。
乾
乳

の
中
期
は
外
部
か
ら
の
細
菌
の
侵
入

が
阻
止
さ
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
乳

汁
中
の
免
疫
グ
ロ
ブ
リ
ン
濃
度
や
ラ

ク
ト
フ
ェ
リ
ン
濃
度
の
上
昇
し
て
い

る
こ
と
か
ら
乳
房
内
で
の
抵
抗
力
が

高
ま
っ
て
お
り
、
新
規
感
染
は
起
こ

り
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

乾
乳
期
治
療
は
泌
乳
期
中
に
体
細

胞
数
が
高
く
な
っ
た
経
歴
の
あ
る
乳

牛
の
乳
汁
を
乾
乳
前
に
検
査
し
、
獣

医
師
と
相
談
の
上
、
乾
乳
時
に
効
果

的
な
薬
剤
と
投
与
す
る
こ
と
で
治
癒

率
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

射
乳
の
な
い
乾
乳
期
は
、
泌
乳
期
よ

り
も
軟
膏
に
よ
る
治
療
効
果
は
高
く
、

特
に
乾
乳
初
期
の
リ
ス
ク
は
抑
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

乾
乳
軟
膏
の
使
用
に
加
え
、
乾
乳

期
用
乳
頭
を

シ
ー
ル
ド
す

る
方
法
も
乾

乳
期
の
新
規

感
染
を
減
ら

し
、
分
娩
後

の
乳
房
炎
の

抑
制
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

乾
乳
後
期
に
な
る
と
軟
膏
に
よ
る

効
力
は
ほ
ぼ
期
待
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
分
娩
前
2
週
間
は
、衛
生
管
理
・

栄
養
の

充
足
・

ス
ト
レ

ス
軽
減

が
重
要

と
な
る

時
期
で

す
。
農

場
内
の

乳
牛
の

中
で
、
最
も
高
い
レ
ベ
ル
の
安
楽
性

を
提
供
す
る
価
値
が
あ
り
ま
す
。

　

乳
房
炎
の
発
生
は
分
娩
後
10
日
以

内
が
最
も
多
く
、
原
因
菌
の
多
く
は

環
境
性
連
鎖
球
菌
で
す
。
こ
れ
は
乾

乳
期
の
新
規
感
染
が
強
く
関
連
し
て

い
ま
す
。

　

一
方
、
大
腸
菌
も
分
娩
1
～
2
週

間
前
に
は
感
受
性
が
高
く
な
り
、
こ

の
時
期
に
感
染
す
る
と
分
娩
後
に
臨

床
型
の
乳
房
炎
へ
と
移
行
し
や
す
く

な
り
ま
す
。

乳質改善ＰＪ情報局
第９号乳質改善プロジェクト

乳
房
炎
に
な
り
や
す
い
時
期

乾
乳
期
の
乳
房

（
し
こ
り
な
く
、き
れ
い
な
縦
し
わ
）

分
娩
が
近
い
乾
乳
の
敷
料
は
な
る
べ
く
ク
リ

ー
ン
で
ド
ラ
イ（
特
に
暑
熱
期
は
贅
沢
に
）

14



釧路農業改良普及センター　釧路中西部支所普及センターだより
　

農
場
運
営
で
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
の

一
つ
に
職
場
環
境
の
改
善
が
あ
り
ま

す
。
綺
麗
な
職
場
は
家
族
・
従
業
員

の
ス
ト
レ
ス
軽
減
、
作
業
の
効
率
化

に
も
繋
が
り
ま
す
。

　

今
回
は
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
管
理
ポ
イ
ン
ト

に
沿
っ
て
、
働
く
環
境
を
良
く
す
る

５
Ｓ
活
動
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

５
Ｓ
で
快
適
な
環
境
の
職
場
作
り

　

５
Ｓ
と
は
次
の
５
つ
の
言
葉
の
頭

文
字
を
取
っ
た
も
の
で
す
。

① 

整
理（
必
要
な
物
と
不
要
な
物
を
区

別
し
て
、不
要
な
物
を
処
分
す
る
）

② 

整
頓
（
必
要
な
物
を
誰
で
も
す
ぐ

に
取
り
出
せ
る
状
態
に
す
る
）

③ 

清
掃（
汚
れ
が
な
い
状
態
に
す
る
）

④ 

清
潔
（
整
理
、
整
頓
、
清
掃
し
た

状
態
を
維
持
す
る
）

⑤ 

習
慣 

（
こ
れ
ら
の
活
動
を
継
続
的

に
実
行
す
る
）

　

従
事
者
が
気
持
ち
良
く
毎
日
の
仕

事
を
行
う
た
め
に
は
、
職
場
が
安
全

で
あ
り
清
潔
に
整
理
整
頓
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
５
Ｓ
活
動
を

行
う
こ
と
は
、
仕
事
の
効
率
化
に
繋

が
る
だ
け
で
は
な
く
、
従
事
者
の
農

場
に
対
す
る
意
識
も
変
化
し
ま
す
。

５
Ｓ
活
動
の
取
り
組
み
方

◎
整
理

　

従
事
者
と
話
し
合
い
な
が
ら
、
不

要
な
も
の
に
赤
色
の
テ
ー
プ
な
ど
を

貼
り
付
け
て
仕
分
け
し
ま
し
ょ
う
。

ポ
イ
ン
ト
は
①
本
当
に
必
要
か
ど
う

か
②
在
庫
数
量
は
適
正
か
③
置
く
場

所
は
適
し
て
い
る
か　

な
ど
を
確
認

す
る
こ
と
で
す
。

◎
整
頓

　

必
要
な
物
は
、
そ
れ
ら
の
保
管
場

所
を
決
め
ま
す
。
年
数
の
浅
い
従
事

者
で
も
簡
単
に
見
つ
け
ら
れ
る
よ
う

に
、
保
管
場
所
に
掲
示
を
し
た
り
、

道
具
箱
か
ら
あ
え
て
道
具
を
出
し
て

吊
る
す
な
ど
試
行
錯
誤
を
重
ね
、
適

正
な
場
所
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
（
写

真
１
）。

　

ま
た
、
薬
剤
な
ど
は
①
周
囲
の
道

具
と
は
隔
離
し
、
鍵
の
か
か
る
保
管

庫
で
保
存
す
る
②
別
容
器
に
移
し
替

え
な
い　

な
ど
の
工
夫
は
、
全
員
の

安
全
を
守
る
上
で
も
重
要
で
す
（
写

真
２
）。

◎
清
掃

　

清
掃
は
、
農
場
内
に
ゴ
ミ
が
落
ち

て
い
た
ら
拾
う
こ
と
や
汚
れ
に
気
づ

い
た
ら
拭
き
取
る
こ
と
を
、
常
に
意

識
し
て
実
施
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ゴ
ミ
や
汚
れ
が
出
て
し
ま
っ
た
原

因
は
、
農
場
を
綺
麗
に
し
な
が
ら
調

べ
て
み
る
と
改
善
に
繋
が
り
ま
す
。

◎
清
潔

　
「
整
理
」、「
整
頓
」、「
清
掃
」
が

常
に
同
じ
レ
ベ
ル
で
実
行
さ
れ
る
よ

う
に
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
を
用
い
た
り
、
綺
麗
な
状
態

の
写
真
を
各
作
業
場
所
に
見
本
と
し

て
貼
付
す
る
こ
と
は
、
一
目
で
分
か

り
効
果
的
で
す
。

◎
習
慣

　

農
場
で
ル
ー
ル
化
し
た
こ
と
は
手

順
通
り
正
し
く
実
行
で
き
る
よ
う
に
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
組
ん
で
実
施
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
(
写
真
３
)
。

さ
い
ご
に

　

５
Ｓ
活
動
の
取
り
組
み
方
は
農
場

に
よ
っ
て
様
々
で
す
。
家
族
・
従
業

員
全
員
に
よ
る
農
場
管
理
の
統
一
に

向
け
て
、
是
非
取
り
組
ん
で
み
て
く

だ
さ
い
。

図１　５Ｓ活動

写真１　棚を用いて分かりやすく写真２　薬剤保管庫

写真３ 道具の使用後は元に戻す

15

農
場
運
営
管
理
の
ポ
イ
ン
ト

～
５
Ｓ
活
動
で
働
く
環
境
を

良
く
し
ま
し
ょ
う
～
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　ＪＡグループ北海道は、６月13日に吉川農林水産大臣、森山ＴＰＰ等対策本部長をはじめとした
自民党農林幹部、道内選出与野党国会議員に対し、日米貿易協定交渉に関する生産現場の不安や懸
念を訴えるための要請を行いました。要請には、ＪＡ北海道中央会、連合会の役員ら約20名が参加
しました。トランプ大統領がＴＰＰには縛られないことや、期限ありきの合意について言及したこ
とを受け、生産現場で戸惑いが広がっていることから、改め
て国内農業に与える影響を検証し、期限ありきの交渉を行わ
ないことなどを求めました。
　吉川農林水産大臣からは、農業関係についてしっかり守る
考えがあることや、森山本部長からは、早期の合意に関して
否定的な見方が示された他、野村農林部会長からは、昨年９
月の日米共同声明以上のものにはならない、といった発言が
ありました。今後も、北海道の農家、組合員が安心して営農
できるよう取り組んで参ります。

　毎年６月、ＪＡバンクで年金をお受取りされ
ている方を対象に、窓口で「招福ようかん」を
プレゼントする「年金感謝ウィーク」を開催し
ています。今年は、6月10日～ 28日の期間で開
催しました。期間中、北海道警察と連携して、
特殊詐欺被害防止に向けた合同の啓発活動を全
道6ＪＡ（6店舗）で実
施しました。ＪＡバンク
北海道は、地域住民の暮
らしや財産を守る地域貢
献活動に引続き取組んで
参ります。

　遠軽厚生病院では、新たな健診（オプション）
として、膵臓・胆のうドック及び乳腺エコー検
査を開始いたします。受診できる人数について
は限りがございますが、皆さまの健康のお役に
立てるよう今後もニーズに合った検診を提供し
ていきたいと思いま
す。
　詳細は、病院へお
問い合わせいただく
かホームページ等で
ご確認ください。

　ＪＡ共済連は、（一財）北海道交通安全協会に
飲酒運転撲滅うちわ５万本、（公社）北海道交
通安全推進委員会に夏の交通安全運動ポスター
９千枚・チラシ５万枚を寄贈しました。「全道小・
中学生交通安全ポスターコンクール」2018年度
入賞作品が掲載されており、全道各地で掲示や
イベント会場で配布され
る予定です。このような
活動で地域住民の安全意
識の高揚を図り、安心と
安全の地域づくりに貢献
してまいります。

　ホクレンは創立100周年を迎えた４月18日、札幌
パークホテルにて会員ＪＡ・取引先をはじめとする
皆様にご臨席いただいて記念式典を開催し、続け
て祝賀会も開催しました。祝賀会では100周年の
節目にあらためて設定したホクレンの経営理念～
わたしたちは生産者のための協同組合として会員
ＪＡと連携した事業を通
じ、共生の大地北海道か
ら、「農」と「食」の未来を
担います～が内田会長よ
り発表されました。

ＪＡグループ北海道の連合会・中央会の活動内
容を紹介します。各団体の詳しい取り組み内容は
ＷＥＢサイトをご覧ください。

ＪＡグループ通信 ＪＡ北海道中央会

ＪＡ北海道信連

ホクレン

ＪＡ共済連北海道

ＪＡ北海道厚生連
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7 月 の 問 題
7 9 8
1 8 B 7 3

4 A 9 5 7 6
8 2 5
1 C 4 8

3 2 8 5 D

9 6
E 2 9 F 5 7
2 1 4

今回の答えは次月号
に掲載するよっ！！

ナンプレにチャレンジ!!
～ちょっと一息～ あたまの体操のコ～ナ～
※問題を解くカギは下に書いてるよ! 気軽にやってみて!!リフレッシュ

できるかは、
あなた次第!? ★ ナンプレのルール ★

【１】 どのタテ一列にも１～９の数字が１個ずつ入る。
【２】 どのヨコ一列にも１～９の数字が１個ずつ入る。
【３】�区切られた３×３のどのブロックにも１～９の数

字が１個ずつ入る。

ルールを言いかえると
【Ａ】どのタテ一列にも同じ数字は入らない。
【Ｂ】どのヨコ一列にも同じ数字は入らない。
【Ｃ】�区切られた３×３のどのブロックにも同じ数字は

入らない。

６
月
の
答
え

・ 正解者３名の方にすてきなプレゼントをさ
しあげます。

　 なお、正解者多数の場合は抽選とさせてい
ただきます。

《応募方法》左下の部分を本所 企画管理係ま
でFAX（0154-64-2315）をいただくか、切り
取っていただき各支所の総務係迄お渡しください。
《締め切り》2019年８月26日まで
　当選者の発表は８月号にて発表します。
　プレゼントのお渡しは郵送にて発送いたします。

キリトリ

A B C D E F

A B C D E F

5 6 1 4 4 2

住所

氏名

電話番号

ご意見や季節のつぶやきなどの一言をお寄せください。

ペンネーム（　　　　　　　　）

応募者の個人情報は厳正に管理し本応募以外の目的には使用しません。

キ
リ
ト
リ

ナンプレ　７月の答え

3 6 4 A
5 9 1 8 2 7

2 8 9 6 7 3 5 1 4
1 5 7 2 8 4 9 A

6 3
5 7 1 4 2 6 3 9 8
8 9 6 3 5 7 2 A

4 1
4 3 2 8 A

1 9 6 7 5
9 4 5 7 3 2 1 8 6
6 2 3 1 A

4 8 7 5 9
7 1 8 9 6 5 4 3 F

2

・つぶやきコーナー

・遠藤　弥生さん　　・鈴木　音弘さん
・森戸　賢治さん

おめでとうございます!!
６月号の当選者

　太陽が恋しいな～（Ｙさん）

　今年は夏が来るのかな（スさん）

（ココ＆くろさん）
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■
印
刷
　
白
糠
印
刷
㈱

編 集 後 記
EDITOR’S—NOTE

□ ３月号から掲載している「ちょっと一息頭の体操“ナンプレ”」ですが、広報誌を読
んで頂いている皆さんに空いた時間、少しでもリフレッシュ、一息ついてもらい、
気軽に楽しんでもらえればと思いスタート致しました。答えの応募もたくさん頂き大
変感謝しております。当選者には、少しばかりのプレゼントを送らせて頂いており
ますのでどしどし応募して頂ければと思います。また、つぶやきのコーナーも始め
ましたのでご意見や季節についてなどありましたらご記入頂きたく今後ともよろし
くお願い致します。

■平成31年度 　生乳生産実績（６月）
月計乳量（kg） ６月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

ＪＡくし ろ 丹 頂 8,620,503.9 98.3 25,846,867.9 98.6
鶴 居 地 区 3,264,509.6 101.4 9,763,498.0 101.5
幌 呂 地 区 2,264,422.0 100.4 6,822,648.4 101.3
白 糠 地 区 1,721,066.1 97.9 5,130,025.3 97.4
音 別 地 区 1,370,506.2 89.0 4,130,696.2 90.0

管 内 計 45,502,337.2 99.4 134,713,002.4 98.9
（前年度管内計） 45,789,166.8 136,174,019.4

理　事　会　報　告
6月定例理事会　令和元年６月28日（金）
報告事項　�
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．５月末財務状況について
４．事業の実施処理状況について
５．—ＪＡバンク基本方針に基づく報告につ
いて

付議事項　�
議案第１号　—平成3１年度（第１四半期）に

かかる監事監査の結果につい
て

議案第２号　—農協検査指摘事項に対する改
善・対応状況等の報告について

議案第３号　融資の承認について
議案第４号　—専門委員会並びに関係団体等

の委員・役員の一部変更につ
いて

議案第５号　諸規程の一部変更について
議案第６号　—平成30年度畜産・酪農収益力

強化整備等特別対策事業（機
械導入事業）の承認について

議案第７号　固定資産の取得について

その他協議事項　�
１．当面の業務日程について

ＪＡくしろ丹頂　盆休日程表　 営業日 休業日

部門

年 月 日

購買・鶴居 購買・幌呂 購買・白糠 購買・音別
生活店舗 給油所 資　材 生活店舗 給油所 資　材 給油所 資　材 生活店舗 給油所 資　材

令和元年8月15日㈭
8月16日㈮

・万一、交通事故が発生した時は、フリーダイヤル（₀₁₂₀－₂₅₈－₉₃₁）に電話をして下さい。　事故の受付とアドバイスをしてくれます。

部門

年 月 日

各地区の事務所 販　　売 家畜改良
生　乳 哺育育成 

センター
幌　呂 

育成牧場管理・共済 金　融 営　農 鶴居・幌呂 白糠・音別 鶴居・幌呂 
白糠・音別

令和元年8月15日㈭ 一 般 市 場 通　常　業　務
8月16日㈮ ↓ ↓ ↓

◆鶴居地区の皆様へ
・ 生産資材に関することは、田中課長（090－5074－2374）に連絡

して下さい。
◆幌呂地区の皆様へ
・ 生産資材に関することは、泉課長（090－7055－1541）に連絡し

て下さい。

◆白糠地区の皆様へ
・ 生産資材に関することは、大石課長（自宅6－2734　携帯090－

1640－0376）に連絡して下さい。
◆音別地区の皆様へ
・ 生産資材に関することは、林課長（090－8905－1705）に連絡し

て下さい。


